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ACLに関するお問い合わせ先

下記注意事項をお読みいただき、解決しない場合は横浜支店ドキュメントチームまでお問い合わせください。
TEL：045-228-2080 / E-MAIL：document@nsl-japan.co.jp

ACL通知先

下記ページよりご確認ください。
http://www.nsl-japan.co.jp/acl_notifications/

ACLデータ送信期限

CUT日の12:00までにご送信ください。

アタッチシートがある場合

別途、横浜支店ドキュメントチームまでメールにてご送付ください。（document@nsl-japan.co.jp）

危険品書類の送付先について

搬入先CYとは別途、横浜支店ドキュメントチームにもメールにてご送付ください。（document@nsl-japan.co.jp）
危険品書類のファイル名は　「BOOKING No. + DG」  としていただきますようお願いいたします。

ACL訂正について

ACLでの訂正は受け付けておりません。

◎B/L発行地：東京・大阪 の場合
e-SERVICE+ [Export/Import] ⇒ [B/L Inquiry] のページで該当案件を選択し、[B/L Change] よりご申請ください。
●NAMSUNG e-SERVICE+　   　https://ebiz.namsung.co.kr/
●DONGYOUNG e-SERVICE+   https://ebiz.pcsline.co.kr/

◎B/L発行地：東京・大阪以外 の場合
各発行地（代理店）へ内容訂正のご連絡をお願いいたします。

本船入港前の場合は、南星海運ジャパン横浜支店 ドキュメントチームへメールにてご連絡ください。
宛先： document@nsl-japan.co.jp
件名： 訂正依頼（BOOKING No. / 5桁の積み地PORT CODE)
本文： 下記項目をご記載ください。

①BOOKING No.
②5桁の積み地PORT CODE
③訂正箇所
④訂正前の内容　＋　訂正後の内容
⑤貴社ご連絡先
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B/L発行のご要望について

＜B/L発行形態＞
WAYBILL希望の場合　…　予めACLにてご指示ください。
ORIGINAL・SURRENDER発行希望の場合　…　e-SERVICE+ [B/L Inquiry] よりご申請ください。
特記依頼　…　e-SERVICE+ [B/L Inquriy] → [B/L Change] より申請ください。または発行地へお問い合わせください。

＜B/L COPY・フレイトメモの送付＞
誤送信防止およびセキュリティ強化の観点から、メールやFAXでの送付は原則ご対応いたしかねます。
e-SERVICE+ [B/L Inquiry] よりダウンロードをお願いいたします。
※STAR HOUSE B/L使用案件はe-SERVICE+に表示されないため、都度B/Lカウンターまでメールにて送付依頼をお願いいたします。

BOOKING No.の入力について

スペースは使用せずにご入力ください。
BOOKING 1件に対し複数B/Lが存在する場合は枝番(01~)を使用し、全データに送信総件数を必ずご入力ください。

VOY No.（航海番号）の入力について

VOY No.はDIRECTION(WやBなどのアルファベット)までご入力ください。
本船やVOY No.に誤りがある場合 確認が遅れる可能性がございますので、BOOKING時にご案内している情報を
正確にご入力いただきますようお願いいたします。

Shipper / Consignee / Notify の会社名項目について

各項目 50桁以内でご入力ください。
それ以上の入力が必要な場合は、「住所・電話番号」欄の先頭へ続きをご入力ください。

Shipper / Consignee / Notify の住所・電話番号項目について

スペース含め150桁以内でご入力し、足りない場合は品名欄へ続きをご入力ください。
改行（行間の折り返し）には対応しておりません。
連続したスペース入力についてはB/L面上では全てスペース1つの区切りとなります。

港名の表記について

B/L面上に出力されますので、必ずご入力ください。
PORT CODEのみご入力の場合、NACCSシステム側に登録されている港名で自動表示されます。

弊社システムではスペース含め30桁までのご対応となります。
31桁目からはB/L上に記載されないため、アスタリスク(*)等で続けて品名欄へご入力ください。

また、荷受地および荷渡地については形態名称（"CY"　や　"CFS")が自動で末尾に追記されます。
港名+国名の間に形態を入力した場合 重複表示となりますので予めご了承ください。
例：TOKYO CY JAPAN CY (必ず入力されます)

品名について

品名欄1行目（35文字以内）にご入力いただいた情報が現地マニフェストデータとして使用されますので
1行目に代表となる品名をご入力ください。
品名が複数ありアタッチシートへの記載になる場合でも、必ず品名欄に主となる品名をご入力ください。
"SHIPPER'S LOAD AND COUNT" および "SAID TO CONTAINT" の文言は自動反映されますので入力不要です。



記号番号(MARK)欄について

弊社システム上、B/L上は22桁 x 11行までの出力となります。
11行を超える場合は品名欄にアスタリスク(*)等で飛ばすか、アタッチシートを作成してください。
アタッチシートの場合は横浜支店 ドキュメントチームへメールにてご提出ください。

DESCRIPTION欄について

45桁 x 13行を超える場合は、アタッチシートを作成の上 メールにてご提出ください。

COVER B/L (PART B/L) について

コンテナ 1本に対し複数のB/Lデータが存在する場合は、B/L面上に親となるB/L No.を記載させていただきます。
例：COVER B/L "NSSLXXXXXXXXXXXX"  ※こちらの文言はL/Cの場合でも記載されます。

荷姿の表記について

ご入力いただいた荷姿の表記についてはB/L上には反映されません。
荷姿コードと表記につきましては、注意事項ページ・ACL項目内「荷姿コードとB/L出力時の名称一覧」をご参照ください。
特殊な荷姿の表記が必要な場合は品名欄に但し書きをご記載ください。

内個数について(AMS)

B/L上には合計個数のみ表示されます。内個数を表示させたい場合は品名欄へご入力ください。

最終仕向け地について

最終仕向け地コード・最終仕向け地名は対応しておりませんのでご入力はお控えください。
B/L面上へ記載させたい場合は品名欄へご入力いただくか、B/L発行地へ別途ご連絡ください。

その他項目について

NACCS掲示板に掲載されている「ACL01 入力の注意点」の個別指示事項のとおりにご入力ください。
https://bbs.naccscenter.com/_files/00170024/acl01_2_nssl_pcsl.pdf

https://bbs.naccscenter.com/_files/00170024/acl01_2_nssl_pcsl.pdf
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